
問い合わせ：県立広島病院がん相談支援センター 082-256-3561

☆がんサロン院内テレビで放映中☆

参加者の多くが初めて参加される方です。
お気軽にご参加ください。

2022年度VOI.4

院内テレビ
無料放送12chで
視聴できます

♪がんピアサポーターコラム♪

實久さんは，当
院では２０17年か
ら活動をしていた
だています。
ピアサポート歴は
長く，オストメイトの
患者会で活動をさ
れ，勉強会も開催
されています。
体験者として患
者さんの心の声に
も耳を傾けられて
います。

ピアサポーターの實久静雄です。
私事ですが，20年前の６６歳の時，県立広島病院で膀胱がんの手術を受け，右脇腹に
人口膀胱（畜尿袋）を付けたオストメイトになりました。
ピアサポート活動は，広島県が約10年前に立ち上げられました。養成講習会を開催さ
れ，併せて，県内10余りの拠点病院のがん相談支援センター内に，「がんサロン」を併設
されて，この事業がスタートしました。

県病院では，がんサロンの年間計画により，毎月開催されます。その概要は，毎月テーマ
（がん，治療など）に沿って，担当医師が解説され，続いて参加された方たちが，自身の悩
みや心配事などを話されます。応答は主に医師ですが，時々ピアサポーターへもふられま
す。 やはり，がんはこわい病ですね。参加者は涙ながらに話される方も多くおられます。
ピアサポーターの役目は，サロンに参加された方々の話をしっかり聞き留め，理解し，悩み
などを共有する事から始まると思っています。

私たちピアサポーターは，これからもがんサロンに参加された方々が，少しでも明るい気
持ちになられるよう，側面からしっかりと支えることだと考えます。

毎月1回，県立広島病院内の研修室で開催していま
す，オンラインでも参加できます。
がん医療，検査，治療は日々新しい情報が更新さ
れ，何が正しい情報なのか医療者でも迷うことがあり
ます。
サロンでは，みなさんに正しい情報を得ていただく
ため，医師，看護師，栄養士，ソーシャルワーカーなど
様々な職種が学習会を行っています。
テーマは最新のがん治療や検査，予防の話だけでな
く，食事の話や，医師とのコミュニケーションのコツ，
正しい情報の取り方など，多岐に渡ります。難しい内
容もわかりやすく解説します。講師に直接質問ができ
る時間も設けています。
サロンには，ピアサポーター（がんを体験した本人・
家族の立場で患者さんをサポートする方）も参加して
おり，初めてサロンに参加される方でもリラックスし
て参加いただけるように心がけています。
病院ホームページで毎月開催情報を掲載していま
す。話を聞いてみたい！誰かと話がしたい！という
方は，お気軽にお申込みください。

参加してよかった

96％

どちらでもない

4%

参加者の感想

【参加者の感想】
・最新の医療の状況が確認できた。参加者の質問も
参考になった。

・難しそうなテーマで参加を躊躇したが，先生が順序
だてて説明してくださり，分かりやすく聞けた。

・画像をたくさん見せてのお話はとても理解しやすく状
況も把握しやすかった。

・ネット検索では情報量が多すぎるが，ポイントを丁寧
にまとめてくださった先生のお話でイメ―ジが掴めた。
・先生が質問に丁寧に答えてくださって嬉しかった。
・交流会での患者や家族の体験談は参考になった。

Q.この花の名は・・・(裏へ）
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がんサロン 毎月1回開催
過去の学習会の資料をご希望の方はがん相談支援センターまでお越しください。

（答）
紅菜苔（こうさいたい）
中国野菜で，花言葉は「小さな幸せ」。
春先に生えてくる花芽が黄色い花を1つ、2つ咲かせたところが食べ頃だそうです。

がん相談支援センターへ
お立ち寄りください


